
平成２７年（２０１５）

６４４

選手一人ひとりが役割を担って…
一発勝負の大会で見事な操作を披露！
　　　  　　( 第６６回茨城県消防ポンプ操法競技大会
　　　　　　　　　　　　　　　　県南南部大会にて )

選手一人ひとりが役割を担って…
一発勝負の大会で見事な操作を披露！
　　　  　　( 第６６回茨城県消防ポンプ操法競技大会
　　　　　　　　　　　　　　　　県南南部大会にて )
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☆フェア期間中、常陸秋そばメニューを追加☆

☆フェア期間中、そば粉・製麺を販売☆
ＪＡ茨城かすみまごころ市（郷中）☎８８５－０１２５
　＊営業日時　水・日曜日午前９時～午後３時

美浦の常陸秋そばフェア
１１月１８日（水）～１２月２０日（日）開催

美浦ステークスを観戦しませんか？美浦ステークスを観戦しませんか？
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　平成２６年度一般会計歳出決算額は５５億３，０１６万８，４７４円で、農林漁

業者トレーニングセンター耐震改修事業および農業経営対策事業の

増加があったものの、大谷小学校および木原小学校ならびに美浦中

学校の環境改善事業そして被災地域情報化推進事業およびＬＥＤ街路灯整備事業の完了等により、前年度と

比較して７億０，９８１万６，４０５円（１１．４％）の減となりました。

　歳出の主なものは、目的別に民生費／保育所運営経費、医療・児童福祉扶助費、教育費／小・中学校運営

経費、農林漁業者トレーニングセンター耐震改修事業、総務費／徴税事務経費、住基・戸籍事務経費、衛生

費／各種健診事業、ゴミ処理および斎場運営負担金、土木費／道路新設改良事業、公債費／地方債元利償還

金、消防費／稲敷広域消防負担金、消防団運営経費、農林水産業費／産地確立推進事業、県営土地改良事業、

議会費／議会活動および運営経費、商工費／商工会補助金等、災害復旧費／公立学校施設災害復旧費となっ

ています。

５５億３，０１６万８，４７４円歳 出

【一般会計歳出】

※平成２７年４月１日現在の人口
　１６，５５０人で割り戻した額。

３３４，１４９円

 村民一人当りの歳出額 村民一人当りの歳出額

歳出の性質別内訳

積立金　　　１，３８９万円（０．２％）

維持補修費　３，７２５万円（０．７％）
災害復旧費　２，１０５万円（０．４％）

投資および出資金・貸付金
　　　　　　　　　　　３３０万円（０．１％）

人件費
１３億９，９７７万円
（２５．３％）

人件費
１３億９，９７７万円
（２５．３％）

公債費　４億４，５４０万円（８．１％）公債費　４億４，５４０万円（８．１％）

普通建設事業費　４億１，１９７万円
　　　　　　　　　　（７．４％）
普通建設事業費　４億１，１９７万円
　　　　　　　　　　（７．４％）

物件費
７億８，７４３万円
（１４．２％）

物件費
７億８，７４３万円
（１４．２％）

繰出金
８億０，７２０万円
（１４．６％）

繰出金
８億０，７２０万円
（１４．６％）

扶助費
６億６，９０２万円
（１２．１％）

扶助費
６億６，９０２万円
（１２．１％）

補助費等
９億３，３８９万円
（１６．９％）

補助費等
９億３，３８９万円
（１６．９％）

議員報酬
各種委員報酬
特別職給与
職員給与等

消耗品
委託料

備品購入費等

児童手当
生活保護

特別会計への補助金

美浦村の平成２６年度歳入歳出決算（一般会計・特別会計・企業会計）が、９月の村議会定例会で認定
されました。すべての会計を集計した決算の総額は、歳入では１１３億５，１０５万８，５４０円、歳出では
１１０億９，１８９万０，４７０円となりました。前年度と比較して、歳入で０．４％、歳出で２．４％の増となって
います。

一部事務組合負担金
（稲敷広域消防等)

各種団体補助金等

『人と自然が輝くまち美浦』をめざして
　　　　　　　村のお金はこのように使われました

災害復旧費（０．４％）
　２，１０５万０，２８０円
災害復旧費（０．４％）
　２，１０５万０，２８０円

商工費（０．４％）
　２，２７２万４，５３０円
商工費（０．４％）
　２，２７２万４，５３０円

民生費（３１．１％）
　１７億２，１０６万６，４３９円
民生費（３１．１％）
　１７億２，１０６万６，４３９円

総務費（１２．８％）
　７億０，５６４万９，３８７円
総務費（１２．８％）
　７億０，５６４万９，３８７円

衛生費（９．９％）
　５億４，６０９万８，１１０円
衛生費（９．９％）
　５億４，６０９万８，１１０円

土木費（８．７％）
　４億８，２７６万０，７９０円
土木費（８．７％）
　４億８，２７６万０，７９０円

公債費（８．０％）
　４億４，５４０万０，３８３円
公債費（８．０％）
　４億４，５４０万０，３８３円

消防費（５．７％）
　３億１，２７６万４，２１９円
消防費（５．７％）
　３億１，２７６万４，２１９円

農林水産業費（４．７％）
　２億６，１００万８，９５９円
農林水産業費（４．７％）
　２億６，１００万８，９５９円

議会費（２．１％）
　１億１，５０８万９，０６８円
議会費（２．１％）
　１億１，５０８万９，０６８円

教育費（１６．２％）
　　８億９，６５５万６，３０９円
教育費（１６．２％）
　　８億９，６５５万６，３０９円

3 広報みほ　平成２７年１１月号

村民税（１８．８％）
１０億７，４２３万０，６４２円

固定資産税（２１．９％）
１２億４，７１７万６，０９８円

地方交付税（１１．２％）
　６億３，９６８万７，０００円

村債（８．６％）
　４億８，９２０万５，０００円

国庫支出金（６．７％）
　３億８，０２１万２，６３２円

村税（４３．２％）
２４億６，５１６万０，１７５円
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 村民一人当りの歳出額

人件費
１３億９，９７７万円
（２５．３％）

公債費　４億４，５４０万円（８．１％）

普通建設事業費　４億１，１９７万円
　　　　　　　　　　（７．４％）

物件費
７億８，７４３万円
（１４．２％）

繰出金
８億０，７２０万円
（１４．６％）

扶助費
６億６，９０２万円
（１２．１％）

補助費等
９億３，３８９万円
（１６．９％）

災害復旧費（０．４％）
　２，１０５万０，２８０円

商工費（０．４％）
　２，２７２万４，５３０円

民生費（３１．１％）
　１７億２，１０６万６，４３９円

総務費（１２．８％）
　７億０，５６４万９，３８７円

衛生費（９．９％）
　５億４，６０９万８，１１０円

土木費（８．７％）
　４億８，２７６万０，７９０円

公債費（８．０％）
　４億４，５４０万０，３８３円

消防費（５．７％）
　３億１，２７６万４，２１９円

農林水産業費（４．７％）
　２億６，１００万８，９５９円

議会費（２．１％）
　１億１，５０８万９，０６８円

教育費（１６．２％）
　　８億９，６５５万６，３０９円
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むらの家計簿

平成２６年度 美浦村決算報告

５７億０，４０６万８，８４５円歳 入 自主財源　　　６１．６％
３５億１，５２８万９，２７９円

依存財源　　　３８．４％
２１億８，８７７万９，５６６円

　平成２６年度の一般会計歳入決算額は５７億０，４０６万８，８４５円で、平成２６年４月から消費税を８％に引き上げた

ことによる地方消費税交付金の増加はあったものの、回復傾向にあった法人税の減少と国・県支出金および

前年度繰越金の減少等により、前年度と比較して６億４，９０４万９，０７８円（１０．２％）の減となりました。

　内訳としては、自主財源（村税、繰入金、繰越金、寄附金等）が３５億１，５２８万９，２７９円（６１．６％）、これに対し

依存財源（国・県支出金、地方交付税、村債、地方譲与税等）は２１億８，８７７万９，５６６円（３８．４％）となっています。

村税は、対前年度比△６．９％、１億８，２６７万２，２２８円の減収となりました。

【一般会計歳入】

歳入歳出差引残金１億７，３９０万０，３７１円は、

平成２７年度へ繰越します。一　般　会　計

その他（１．７％）
　ゴルフ場利用税交付金・配当割交付金・自動車取得
　税交付金・株式等譲渡所得割交付金・利子割交付金
　・地方特例交付金・交通安全対策特別交付金

　９，４３７万５，３１７円

県支出金（５．１％）
　２億９，０２７万５，６１７円

地方消費税交付金（３．４％）
　１億９，５４５万０，０００円

地方譲与税（１．７％）
　９，９５７万４，０００円

村たばこ税（１．９％）
　１億０，６１２万２，９９３円

繰入金（９．６％）
　５億４，７７１万４，１６８円

軽自動車税（０．６％）
　３，７６３万０，４４２円

繰越金（２．０％）
　１億１，３１３万３，０４４円

寄附金・諸収入等（６．８％）
　３億８，９２８万１，８９２円

村民税（１８．８％）
１０億７，４２３万０，６４２円
村民税（１８．８％）
１０億７，４２３万０，６４２円

固定資産税（２１．９％）
１２億４，７１７万６，０９８円
固定資産税（２１．９％）
１２億４，７１７万６，０９８円

地方交付税（１１．２％）
　６億３，９６８万７，０００円
地方交付税（１１．２％）
　６億３，９６８万７，０００円

村債（８．６％）
　４億８，９２０万５，０００円
村債（８．６％）
　４億８，９２０万５，０００円

国庫支出金（６．７％）
　３億８，０２１万２，６３２円
国庫支出金（６．７％）
　３億８，０２１万２，６３２円

村税（４３．２％）
２４億６，５１６万０，１７５円
村税（４３．２％）
２４億６，５１６万０，１７５円
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村の預金（基金）と借金（地方債残高）の状況（一般会計）

借金（地方債残高）６３億４，６３０万円

８，６９４万円

１，７２０万円

１億５，６６０万円

１５億１，１２０万円

２億５，５９５万円

５，４３５万円

１億８，７１９万円

２億０，０１９万円

１，６４５万円

３７億７，０８１万円

８，２５１万円

６９１万円

・一般公共事業債

・災害復旧事業債

・緊急防災・減災事業債

・教育・福祉施設等整備事業債

・一般単独事業債

・厚生福祉施設整備事業債

・財源対策債

・減税補てん債

・臨時税収補てん債

・臨時財政対策債

・減収補てん債

・都道府県貸付金

６億２，２８１万円

２億６，９２６万円

５，４１５万円

７，９１１万円

１億８，９２４万円

６，８９６万円

２億２，３０８万円

１，２７７万円

８６５万円

１，７４２万円

６９万円

５７０万円

３０８万円

１億１，２９２万円

３１６万円

・財政調整基金

・減債基金

・ふるさと基金

・公共公益施設整備基金

・地域福祉基金

・陸平基金

・学校施設建設基金

・地域振興基金

・安中地区総合開発基金

・通学交通基金

・ふるさと応援基金

・復興まちづくり基金

・公共施設の屋根貸し等による
　太陽光発電事業基金

・土地開発基金

・収入印紙等購買基金

預金（基金の現在高）１６億７，１００万円

【基金】特定の目的のために維持、積立、運用する財産。

【地方債】臨時突発的な出費や将来の住民も経費を分担す
　ることが公平である場合等において、村の資金調達のた
　めに負担する債務。

※上記の他に、特別会計で４６億３，９３９万円、企業
　会計で１８億１，２６３万円の地方債残高があります。

指標でみる平成２６年度の財政事情

公債費は借入金の返済金のこと
で、これが一般財源に占める割
合を示し、数値が高いほど財政
を圧迫しています。

地方自治体の財政力を示す指数
です。１に近づくほど、もしく
は１を超えれば超えるほど自主
財源があるとされています。

財政構造の弾力性（余裕）を示す
ものです。今日ではほとんどの
地方自治体が８０％を超えて注意
の状態です。

【資金不足比率】公営企業会計の資金不足額の
　事業規模に対する比率です。２０％以上で経営
　健全化団体となり、公営企業の経営の健全化
　を図る計画を策定しなければなりません。

【実質公債費比率】一般会計等が負担する元利償還金等の標準財政規模に対する比率です。
※１８％以上で地方債を発行する際に県知事の許可が必要。２５％以上で財政健全化団体。３５％以上で財政再生団体。

※財政健全化団体は地方債発行で一部制限有り。財政再生団体は地方債発行で多くの制限有り。

【将来負担比率】地方債の残高をはじめ一般会計等が将来負担すべき、現時点での実質的な負債の標
　準財政規模に対する比率です。３５０％以上で財政健全化団体となります。

【実質赤字比率】一般会計等を対象とした実質
　赤字の標準財政規模に対する比率です。
※１５％以上で財政健全化団体、２０％以上で財政再生団体。

【連結実質赤字比率】全ての会計を対象とした
　実質赤字の標準財政規模に対する比率です。
※２０％以上で財政健全化団体、３０％以上で財政再生団体。

※資金不足額がないため、「－」（該当なし）表示となります。

※赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」
　（該当なし）表示となります。

《平成２７年３月末現在》

－ － ５．７％ ５５．４％

実質赤字
比　率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比　率

将来負担
比　率

－ － － －

水道事業
会　計

電気事業
会　計

公共下水道事業
特別会計

農業集落排水
事業特別会計

経常収支比率　９７．７％ 公債費負担比率　９．８％ 財政力指数　０．８０６

健全化判断比率

公営企業会計資金不足比率

5 広報みほ　平成２７年１１月号

５億８，０２５万９，７０２円

５億７，９５６万７，８７９円

１７０万６，４００円

５，９２３万３，５９４円

２１億２，１６３万１，００４円

２０億６，９４４万４，７４９円

１億８，６７８万６，７１２円

１億７，００７万６，２３０円

９億７，０８４万４，５１１円

９億４，６７６万９，９５３円

９億８，２２７万３，９１６円

９億３，４６９万２，１９８円

１億１，７７７万８，２６３円

１億１，９３２万８，３２０円

１９５万９，１３０円

３，３４８万０，７３０円

６億８，２２０万０，０００円

６億５，０６７万８，４００円



4広報みほ　平成２７年１１月号55 広報みほ　平成２７年１１月号広報みほ　平成２７年１１月号広報みほ　平成２７年１１月号

５億８，０２５万９，７０２円５億８，０２５万９，７０２円

５億７，９５６万７，８７９円５億７，９５６万７，８７９円

１７０万６，４００円１７０万６，４００円

５，９２３万３，５９４円５，９２３万３，５９４円

特　別　会　計

差引

差引

６９万１，８２３円

△５，７５２万７，１９４円

２１億２，１６３万１，００４円２１億２，１６３万１，００４円

２０億６，９４４万４，７４９円２０億６，９４４万４，７４９円
国 民 健 康 保 険

歳入

歳出

５，２１８万６，２５５円を
平成２７年度へ繰越

１億８，６７８万６，７１２円１億８，６７８万６，７１２円

１億７，００７万６，２３０円１億７，００７万６，２３０円

１，６７１万０，４８２円を
平成２７年度へ繰越

農業集落排水事業
歳入

歳出

９億７，０８４万４，５１１円９億７，０８４万４，５１１円

９億４，６７６万９，９５３円９億４，６７６万９，９５３円

２,４０７万４,５５８円を
平成２７年度へ繰越

公共下水道事業
歳入

歳出

９億８，２２７万３，９１６円９億８，２２７万３，９１６円

９億３，４６９万２，１９８円９億３，４６９万２，１９８円

４，７５８万１，７１８円を
平成２７年度へ繰越

介 護 保 険
歳入

歳出

１億１，７７７万８，２６３円１億１，７７７万８，２６３円

１億１，９３２万８，３２０円１億１，９３２万８，３２０円 １５５万０，０５７円を
平成２７年度へ繰越

後期高齢者医療
歳入

歳出

企業会計

水道事業

収益的

資本的

収入

支出

１９５万９，１３０円１９５万９，１３０円

３，３４８万０，７３０円３，３４８万０，７３０円

差引

△３，１５２万１，６００円
収益的

収入

支出

収入

支出

　歳入の主なものは、国民健康保険税４億５，２６３万１，６１１円（２１．３％）、国庫支出金４億１，７７５万０，４９６円（１９．７％）、前期高齢者交
付金４億１，６６８万２，１９０円（１９．６％）で、全体の６０．６％を占めます。国民健康保険税の現年分徴収額は４億１，０８７万２，７２３円で、
被保険者（年間平均４，９８６人）一人あたり８万２，４０５円です。
　歳出では、保険給付費が総額（国保負担分）で１２億４，７０８万２，０６４円（構成比６０．３％）となりました。保険給付費の主なもの
は療養給付費で１０億９，０４４万２，５９１円（５２．７％）を支出、被保険者一人あたり２１万８，７０１円（年間平均４，９８６人）、一世帯あたり
３７万３，８２３円（年間平均２，９１７世帯）でした。高額療養費は１億２，６８４万６，８６０円を支給しています。また、後期高齢者支援金等
は２億６，５３９万５，５５４円（１２．８％）を支出しました。

　舟子地区、信太地区、安中地区、大須賀津地区の保守点検および運転管理を行いました。

　平成２６年度は、土屋第１幹線ならびに土屋地区面整備管渠工事（延長約５，２７０ｍ）を実施しました。また、本年度も公共
下水道への早期新規接続者に対し、接続工事補助金を交付しました。

　保険料調定額は１億９，９６２万６，９３８円で、第１号被保険者数は４，１６３人、受給者数は５１２人となっており、保険給付費は８億
３，００６万８，５１２円となっています。詳細については、本号１３ページの介護保険コーナーをご覧ください。

　保険料調定額は、８，６４６万１，５００円（特別徴収額６，１０８万９，５００円、普通徴収額２，３５６万８，２００円、滞納繰越分１８０万３，８００円）で、
被保険者数（平成２６年度末）は１，９５０人となっています。

　資本的収支の不足額については留保資金（減価償却費等）等で補填しています。平成２６年度は、美駒・根古屋地先の配水
管布設工事実施設計（１，４６０．０ｍ）を行いました。

６億８，２２０万０，０００円６億８，２２０万０，０００円

６億５，０６７万８，４００円６億５，０６７万８，４００円

電気事業

資本的
収入

支出

　財務省から東京医科歯科大学霞ケ浦分院跡地（大山地内）の一部を取得し、太陽光発電設備を設置し売電を開始しました。
平成２６年度の主な収支は、事業実施に係る融資、発電所の設計費、本体工事費および東京電力への負担金となっています。

差引

３，１５２万１，６００円

収益的収入支出：事業運営活動に伴う収支

資本的収入支出：施設建設整備等に伴う収支
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題
ら

の

話
む

地域の話題をお待ちしています
（広報係☎８８５－０３４０内線２０５）

　美浦体操クラブの小澤里佳さん（高校２年生）が、
昨年の長崎国体に続いて今年の第７０回国民体育大
会「２０１５紀の国わかやま国体」茨城県選抜チーム
に選出され、９月６日・７日に和歌山ビッグホエ
ールで行われた新体操競技に出場しました。
　小澤さんは個人競技（ボール）と団体競技（ク
ラブ＆フープ）に出場し、茨城県は総合９位とい
う好成績を収めました。

　１０月４日、中央公民館にて美浦村子ども会育成
連合会主催の「第１５回子どもまつり」が開催され、
村内の小学生３９３名のほか、就学前の幼児３７名が
参加し、１４のアトラクションを体験しました。
　このまつりでは、体験コーナーで作った作品は
持ち帰ることができる、アトラクションで賞品が
もらえる、成績優秀者は閉会式で表彰されるとい
った楽しみもあり、参加した子どもたちは様々な
体験や遊びを通して親睦を深めるとともに、充実
した時間を過ごしました。

消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
で

　
　
　
　
　
　
　
　

第
１
分
団
が
敢
闘
賞
！

消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
で

　
　
　
　
　
　
　
　

第
１
分
団
が
敢
闘
賞
！

　

９
月
２２
日
、
稲
敷
市
白
鷺
球
場

に
て
行
わ
れ
た
稲
敷
市
少
年
野
球

大
会
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
に
美
浦
ブ
レ

ー
ブ
ス
が
出
場
し
、
見
事
優
勝
を

お
さ
め
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
左
記
の
大
会
に
も
予

選
を
突
破
し
て
出
場
が
決
ま
っ
て

お
り
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

【
出
場
（
終
了
し
た
大
会
も
含
む
）
】

・
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
軟
式
野

球
大
会（
７
月
１８
日
・
１９
日
／
常
陸

大
宮
市
民
球
場
他
）

・
日
本
ハ
ム
関
東
学
童
軟
式
野
球
茨

城
県
大
会
（
１０
月
１０
日
〜
１２
日
／

稲
敷
市
新
利
根
球
場
）

・
茨
城
県
ジ
ュ
ニ
ア
ス
カ
イ
カ
ッ
プ

野
球
大
会
（
１１
月
２１
日
・
２２
日
／

稲
敷
市
新
利
根
球
場
）

美
浦
ブ
レ
ー
ブ
ス

少
年
野
球
優
勝
！

美
浦
ブ
レ
ー
ブ
ス

少
年
野
球
優
勝
！

　

１０
月
１８
日
、
牛
久
市
中
央
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
て
「
第
６６
回

茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会

県
南
南
部
地
区
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

美
浦
村
代
表
の
第
１
分
団（
木
原
）が

自
動
車
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
出
場
し
、

守
谷
市
・
龍
ヶ
崎
市
・
取
手
市
・
阿

見
町
の
各
代
表
消
防
団
を
相
手
に
消

火
作
業
に
必
要
な
動
作
の
正
確
性
・

迅
速
性
等
を
競
い
、
敢
闘
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

約
３
カ
月
間
、
平
日
仕
事
を
終
え

た
後
の
夜
間
や
休
日
に
厳
し
い
訓
練

を
重
ね
て
き
た
第
１
分
団
の
選
手
の

皆
さ
ん
は
、
そ
の
成
果
を
発
揮
し
よ

う
と
全
力
で
競
技
に
挑
み
、
こ
れ
ま

で
の
訓
練
で
の
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
を
更

新
す
る
等
、
健
闘
が
光
り
ま
し
た
。

　

第
１
分
団
の
皆
さ
ん
、
ご
指
導
く

だ
さ
っ
た
指
導
員
や
関
係
者
の
皆
さ

ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

美浦体操クラブ
　小澤里佳さん国体出場！
美浦体操クラブ
　小澤里佳さん国体出場！

第１５回子どもまつり開催第１５回子どもまつり開催

生活環境 平成２７年１０月１日から

主な改正の内容

条例改正の背景・目的

粗大ごみを収集します
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健やかづくり

お問合せ
健康増進課
☎８８５－１８８９

For your healthy life

総
合
健
診

骨
粗
鬆
症
検
診

１１
月
は
「
乳
幼
児
突
然
死

　
　

症
候
群
対
策
強
化
月
間
」

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

　

９
月
２６
日
、
Ｊ
Ａ
茨
城
か
す
み

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に
て
、
稲
刈
り

体
験
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

稲
刈
り
体
験
に
は
、
Ｊ
Ａ
茨
城

か
す
み
特
別
栽
培
米
研
究
会
が
栽

培
す
る
「
美
浦
そ
だ
ち
」
を
購
入

さ
れ
て
い
る
方
々
を
中
心
に
招
き
、

生
産
者
と
消
費
者
が
共
同
で
稲
を

手
刈
り
で
収
穫
し
ま
し
た
。

　

特
別
栽
培
米「
美
浦
そ
だ
ち
」は

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
お

米
で
す
。
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

「
美
浦
そ
だ
ち
」 

 

稲
刈
り
体
験
開
催

「
美
浦
そ
だ
ち
」 

 

稲
刈
り
体
験
開
催

　１０月２日、村社会福祉協議会実施事業「村内健やか最高齢者」の認定
者を祝うため、男性は昨年に続き２回目の認定の吉野喜一さん（上宿）、
女性は尾島豊子さん（登宿）宅を村長が訪問し表彰状と祝品を贈りました。
　昨年訪問したときと全く変わらない元気な姿で出迎えてくれた吉野さ
ん。１１月に９７歳を迎えられるそうですが、昨年お聞きした日課の庭掃除
を今も変わらず続けているそうです。日々の楽しみについて尋ねると、
テレビ鑑賞とのこと。「高校野球や相撲等は応援に熱が入って声を出しな
がら観戦したり、ＮＨＫの『のど自慢』で古い歌が流れると一緒に歌っ
たりするんですよ。」と、ご家族が楽しそうに話してくださいました。
　尾島さんは、今年めでたく１００歳を迎えられたということで、お祝い
の言葉や尾島さんが生まれた日の新聞記事、幼いころの写真等がご自宅
の壁一面に貼られていました。また、１００歳を迎えた今でも自分の服は
自分で洗って庭に干したり、自分で腐葉土から管理する花壇で花を摘ん
で仏壇に供えたりと家事の一部を担っており、文字がお好きで新聞から
テレビの字幕まで何でも読み、メモをとったりするそうです。ご家族に
囲まれて穏やかに微笑んでいらっしゃるのが印象的でした。
　お二人とも、これからもご家族と仲良く健やかにお過ごしください。
このたびの認定、おめでとうございました。

長寿のお祝い！健やか最高齢認定長寿のお祝い！健やか最高齢認定

　１０月８日、県民文化センターにおいて、第３７回
地域安全茨城県民大会が開催され、日頃の防犯活
動の功績により、美浦村防犯連絡員協議会美駒分
会の大谷昭さん（土屋）が地域安全功労者として、
美浦村防犯連絡員協議会美駒分会が地域安全功労
団体として表彰されました。これからも、地域の
皆さんの安心・安全をよろしくお願いします。
　また、防犯ポスター（子どもの犯罪被害の防止
の部）では、大谷小学校２年生の岡田七美さんが
優良表彰されました。おめでとうございます。

　１０月８日、稲敷広域消防本部いなほ消防署は、
最新鋭の高規格消防救急車購入にあたり日本中央
競馬会美浦トレーニング・センターから１，６５０万円
の助成を受けたことに感謝の意を表し、同署にて
感謝状の贈呈式を行いました。中島村長から感謝
状を贈呈された美浦トレーニング・センター朝井
場長は、「地域の安心と質の高い救急医療サービス
に繋がれば」と話されました。
　このたびの最新鋭の救急車の配備は、地域住民
にとって心強いですね。

◇
価
格　

玄
米
３０
㎏
９
５
０
０
円

＊
精
米
１
万
５
０
０
円
他

◇
問
合
せ
Ｊ
Ａ
茨
城
か
す
み
美
浦

　

営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
☎
８
８
５

　
－

０
１
２
５

吉野喜一さん吉野喜一さん

尾島豊子さん尾島豊子さん

地域安全茨城県民大会で表彰地域安全茨城県民大会で表彰

美浦トレセンに感謝状美浦トレセンに感謝状
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旅
は
極
楽
心
の
垢
を
流
す
馬
頭
の
野
天
風
呂　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

酸
い
も
甘
い
も
噛
み
分
け
夫
婦
旅
は
無
口
の
紅
葉
狩
り　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

夫
婦
仲
良
く
寄
り
添
い
な
が
ら
絆
深
め
て
老
い
の
旅　
　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

旅
の
帰
り
を
待
っ
て
る
「
ば
あ
ば
」
孫
の
笑
顔
が
駆
け
て
来
る　
　

篠
原
美
千
代

旅
の
爆
買
い
中
国
人
に
痛
し
痒
し
の
観
光
地　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
草
実

俚
謡
仲
間
と
愉
快
な
旅
は
秋
の
栃
木
路
馬
頭
の
湯　
　
　
　
　
　
　

高
橋
一
歩

此
処
は
宛
ら
極
楽
浄
土
錦
彩
な
す
京
の
旅　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
池
き
よ
し

久
し
ぶ
り
ね
と
元
気
で
会
え
た
笑
顔
駈
け
寄
る
古
希
の
旅　
　
　
　

門
脇
悠
美

祖
国
捨
て
た
が
行
く
宛
も
無
い
僕
は
難
民
家
な
き
子　
　
　
　
　
　

山
﨑
笑
子

空
の
果
て
ま
で
綾
な
す
紅
葉
和
む
二
人
の
旅
の
宿　
　
　
　
　
　
　

下
村
松
陽

海
の
幸
よ
り
山
菜
料
理
秋
を
味
わ
う
旅
の
宿　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
戸
葎
華

秋
の
良
き
日
に
温
泉
旅
行
楽
し
思
い
で
又
一
つ　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
希
代

た
っ
た
一
度
を
旅
し
た
写
真
亡
母
の
あ
の
日
が
走
馬
灯　
　
　
　

上
野
八
千
代

秋
を
観
に
来
た
老
人
会
の
歌
の
花
咲
く
バ
ス
の
旅　
　
　
　
　
　
　

本
橋
清
湖

旅
で
芽
生
え
た
ほ
の
か
な
想
い
粋
な
台
詞
を
別
れ
時　
　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

旅
の
楽
し
み
食
事
と
お
風
呂
友
と
連
れ
立
ち
憂
さ
晴
ら
し　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

母
の
ぬ
く
も
り
思
い
出
さ
が
し
一
人
至
福
の
旅
支
度　
　
　
　
　

小
薗
江
久
美

見
事
登
っ
た
十
六
夜
の
月
写
る
二
人
は
月
旅
行　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
幸
子

　
四
万
の
秋
せ
せ
ら
ぎ
の
音
夜
も
す
が
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

名
月
を
知
ら
せ
る
便
り
留
守
電
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
恵
美
子

身
に
入
む
や
え
ん
ぴ
つ
書
き
の
亡
母
の
文　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
八
千
帆

御
嶽
の
噴
火
一
年
紅
葉
燃
ゆ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
澤
は
し
め

秋
天
を
見
上
懐
か
し
万
国
旗　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
柳
幸
子

野
遊
び
の
子
等
の
声
無
し
赤
の
ま
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

二
度
聞
き
も
気
づ
か
ぬ
ふ
り
や
秋
の
風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

栗
拾
ふ
余
生
の
夢
を
拾
う
ご
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
よ
し
ゐ

さ
り
げ
な
く
子
の
労
り
は
風
邪
ひ
く
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
秀
子

月
の
照
り
ゆ
ら
ゆ
ら
葉
う
ら
虫
の
宿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
き
み
枝

葦
原
や
休
耕
田
に
も
草
紅
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
原
は
つ
い

十
月
の
俳
句
（
題　

当
季
雑
詠
）

（
五
十
音
順
）

正
調
俚
謡　

日
和
吟
社　

折
句
「
旅
・
行
」
病
句
禁

し

ま

し

い
た
わ

は

は

さ
な
が

い

ざ

よ

い

み　

ほ　

文　

芸

は

は

 

こ
の
講
座
は
平
成
２７
年
度
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
支
援
事
業
の
一

つ
で
、
９
月
８
日
に
茨
城
県
鹿
行

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
茨
城
県
女

性
プ
ラ
ザ
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
の
安
の
り
子
氏
は
、
親
業

訓
練
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
で
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。

《
親
業
講
座
資
料
よ
り
》

◎「
親
業
」と
は
何
で
し
ょ
う
？

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ベ
ー

　

ス
と
し
た
子
育
て
方
法
で
す
。

　

従
来
の
子
育
て
は
「
子
ど
も
が

　

い
か
に
育
つ
か
」
と
子
ど
も
の

　

方
に
重
点
が
お
か
れ
て
き
ま
し

た
。
親
業
は
「
子
ど
も
が
育
つ
上

で
親
が
い
か
に
関
わ
る
か
」
と
い

う
親
の
側
に
焦
点
を
当
て
て
子
育

て
を
見
直
し
て
い
き
ま
す
。

◎
親
と
し
て
の
役
割
と
は
？

　

親
業
訓
練
法
の
創
案
者
、
臨
床

　

心
理
学
者
の
ト
マ
ス
・
ゴ
ー
ド

　

ン
博
士
は
こ
の
よ
う
に
伝
え
て

　

い
ま
す
。

　

親
業
講
座
は
、
講
師
の
安
の
り

子
氏
の
息
子
さ
ん
と
の
実
体
験
を

交
え
つ
つ
、
乳
児
期
か
ら
老
年
期

ま
で
の
特
徴
的
な
気
持
ち
の
表
し

方
の
講
義
か
ら
入
り
、
そ
の
ス
テ

ー
ジ
ご
と
に
ど
う
受
け
止
め
る
べ

き
か
を
丁
寧
に
お
話
し
下
さ
い
ま

し
た
。

　

私
が
特
に
共
感
を
得
た
の
は
、

子
ど
も
が
話
す
こ
と
に
対
し
て
親

は
意
見
や
結
論
を
言
う
の
で
は
な

く
、
話
し
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
繰

り
返
す
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
こ

と
。
例
え
ば
「
転
ん
で
ひ
ざ
が
痛

い
」
と
言
う
子
ど
も
に
「
走
る
か

ら
よ
。
落
ち
着
き
な
さ
い
。」と
返

す
と
、
子
供
は
叱
ら
れ
る
か
ら
も

う
話
す
の
は
よ
そ
う
と
思
い
、
あ

ま
り
学
校
で
の
こ
と
は
話
さ
な
く

な
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
「
そ
う
、

転
ん
だ
の
ね
。
ひ
ざ
が
痛
い
ん
だ
。

辛
い
ね
。」と
話
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

共
感
つ
ま
り
分
か
っ
て
く
れ
た
と

感
じ
、
意
思
が
伝
わ
り
安
心
感
に

つ
な
が
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
頼
ん
だ
こ
と
が
出
来
た

と
き「
え
ら
い
ね
」「
す
ご
い
ね
」と

返
す
と
評
価
を
期
待
す
る
よ
う
に

な
る
の
で
、「
あ
り
が
と
う
」「
助
か

っ
た
」
と
返
す
方
が
、
や
っ
て
当

た
り
前
で
は
な
く
感
謝
す
る
気
持

ち
が
伝
わ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

私
自
身
も
子
ど
も
が
自
ら
考
え

て
行
動
す
る
ま
で「
信
じ
て
待
つ
」

こ
と
が
出
来
ず
に
自
分
の
意
見
を

押
し
付
け
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た

と
講
座
に
参
加
し
て
感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
に
グ
ル
ー
プ
別
に
「
親
の

役
割
」
に
つ
い
て
話
し
合
う
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
考
え
さ
せ
ら
れ
な

が
ら
も
楽
し
く
参
加
交
流
が
で
き

ま
し
た
。

共に輝くみほの会

男女がともに
輝くためために

（美浦村女性行政推進協議会）

男女がともに
輝くためために

「
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

　

合
わ
せ
た
子
ど
も
と
の
向
き

　

合
い
方
」
に
参
加
し
て

『
ひ
と
り
の
人
間
を
生
み
、
養
い
、

　

社
会
的
に
一
人
前
に
な
る
ま
で

　

育
て
る
』

待
井　

礼
子

お
や
ぎ
ょ
う

子
育
て
マ
マ
の
暮
ら
し
方

働
き
方
講
座

広報みほ　平成２７年１１月号

平成２６年度　介護保険事業特別会計経理状況（歳出）

平成２６年度　介護保険事業特別会計経理状況（歳入） 合計　９億８，２２７万３，９１６円

合計　９億３，４６９万２，１９８円

介護保険
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控
除
証
明
書
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
…

《
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
》

国民年金〜
年
末
調
整
・
確
定
申
告

　

に
必
要
な
書
類
で
す
〜

『
社
会
保
険
料
（
国
民
年

　

金
保
険
料
）
控
除
証
明

　

書
』
が
発
行
さ
れ
ま
す

マイナンバーは一生使うものです

大切にしてください

１０月中旬から国民の皆様一人ひとりに１２桁のマイナンバー（個人番号）が通知されます

※マイナンバー制度・法人番号の詳細については、
　内閣官房ホームページのマイナンバー社会保障
　・税番号制度（http：//www.cas.go.jp/jp/seisaku/b
　angoseido/index.html）をご覧ください。

《問合せ先個別事項》
■マイナンバー制度・法人番号に関する問合せ
　マイナンバーコールセンター：午前９時３０分～

　☎０５７０－２０－０１７８（外国語☎０５７０－２０－０２９１）

■通知カード・個人番号カードに関する問合せ
　個人番号カードコールセンター：午前８時３０分～
　☎０５７０－７８３－５７８（不通時☎０５０－３８１８－１２５０）
《問合せ先共通事項》
・平日の受付終了時間は午後１０時まで
・土日祝日の受付終了時間は午後５時３０分まで
・受付は年末年始を除く
・平成２８年４月以降の受付は平日午後５時３０分まで

　村では、１０月５日（月）から１３日（火）正午頃にか
けて、誤って個人番号が記載された住民票個人票
を２８名の方に交付した事実を確認しました。
　対象者の皆さまには同意をいただいたうえで住
民票個人票を回収し、差し替えさせていただきま
した。ご迷惑、ご心配をおかけした関係者の皆さ
ま、そして村民の皆さまにお詫び申し上げます。
　今後は、システム受託業者との確認体制を確立
するとともに、事務手続きの確認作業を徹底し、
再発防止に努めてまいります。

マイナンバー制度では個人情報は一元管理されず、複数の機関間における情報連携には個人番号を使用し
ないため、個人情報が同じところで管理されることはありません。例えば、国税に関する情報は税務署に、
児童手当や生活保護に関する情報は市役所に、年金に関する情報は年金事務所に等、これまでどおり情報
は分散して管理されます。また、役所間で情報をやり取りする情報連携の際には、マイナンバーではなく
役所ごとに異なるコードを用いますので、例え１カ所での漏えいがあったとしても個人情報が芋づる式に
抜き出せない仕組みとなっています。

他人のマイナンバーを不正に入手したり、正当な理由なく提供したりすると、処罰されることがあります。
マイナンバーと結びついた個人情報を保護するため、様々な対策を講じます。

年金、雇用保険、医療保険の手続、生活保護や福祉の給付、確定申告などの税の手続など、法律で定めら
れた事務に限って、マイナンバーが利用されます。また、民間事業者でも社会保険・源泉徴収事務などで
法律で定められた範囲に限り、マイナンバーを取り扱います。

通知カードを受け取られた方は、同封された申請書を郵送すること等により、平成２８年１月から市区町村
の窓口で「個人番号カード」の交付を受けることができます。

市区町村から住民票の住所に通知カードが送付されます

マイナンバー（個人番号）から芋づる式に個人情報が抜き出せない仕組みとなっています

法律で定められた目的以外でマイナンバーを利用したり他人に提供したりすることはできません

平成２８年１月から、マイナンバーは社会保障、税、災害対策の行政手続で利用します

マイナンバー制度の流れ

▼社会保障・税・災害対策の手続きで
　マイナンバーの利用が開始

▼申請者に個人番号カードを交付

平成２８年１月～ 平成２９年１月～

▼国の行政機関の間
　で情報連携を開始

平成２９年７月～

▼地方公共団体等も含
　めた情報連携を開始

マイナンバー（個人番号）の記載のある
住民票個人票の誤交付について（お詫び）

■問合せ　役場住民課☎８８５－０３４０（内）１２４・１２８
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司
法
書
士
会
よ
り
司
法
書
士
相

談
員
が
派
遣
さ
れ
、
消
費
生
活
に

関
す
る
相
談
が
無
料
で
受
け
ら
れ

ま
す
。
相
談
日
の
２
日
前
ま
で
に

ご
予
約
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

１１
月
２７
日（
金
）午
前
９

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

◇
相
談
場
所
・
受
付　

美
浦
村
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

本
年
８
月
２５
日（
水
）か
ら
９
月

２４
日（
木
）ま
で
の
３０
日
間
に
県
南

域
内（
警
察
署
単
位
）【
土
浦
市
、石

岡
市
、
龍
ケ
崎
市
、
取
手
市
、
牛

久
市
、
つ
く
ば
市
、
守
谷
市
、
稲

敷
市
、
か
す
み
が
う
ら
市
、
小
美

玉
市
、
美
浦
村
、
阿
見
町
、
河
内

町
、
利
根
町
】
で
計
１１
件
（
総
被

害
額
約
３
３
７
０
万
円
及
び
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
１
枚
）
の
ニ
セ
電

話
詐
欺
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

▼

内
訳

オ
レ
オ
レ
詐
欺
５
件

・
孫
騙
り（
傷
害
示
談
金
）１
件

・
息
子
騙
り（
鞄
紛
失
）２
件

・
警
察
官
騙
り（
情
報
漏
洩
）１
件

・
孫
騙
り（
鞄
盗
難
）１
件

架
空
請
求
詐
欺
６
件

・
サ
イ
ト
使
用
料
３
件

・
サ
イ
ト
退
会
料
１
件

・
損
害
補
填
金
１
件

・
名
義
貸
し
１
件

【
ひ
と
こ
と
助
言
】

　

災
害
に
よ
り
住
宅
の
修
理
等
が

必
要
な
場
合
で
も
、
慌
て
ず
に
複

数
の
業
者
か
ら
見
積
も
り
を
取
る
、

周
囲
に
相
談
す
る
等
し
た
上
で
契

約
し
ま
し
ょ
う
。
住
宅
の
損
傷
に

つ
い
て
業
者
か
ら
不
安
な
こ
と
を

言
わ
れ
て
も
、
本
当
に
工
事
が
必

要
か
慎
重
に
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　

高
額
な
前
払
い
は
避
け
、
で
き

る
だ
け
完
成
後
の
支
払
い
を
主
と

し
た
契
約
に
し
ま
し
ょ
う
。
台
風
、

大
雪
、
地
震
等
の
自
然
災
害
の
後

は
、
住
宅
修
理
や
便
乗
商
法
等
の

様
々
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

【
ひ
と
こ
と
助
言
】

　

Ｉ
Ｐ
電
話
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
線
を
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
た

め
、
勧
誘
事
業
者
を
通
じ
て
、
光

回
線
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
・
そ
の
他
オ

プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
等
を
同
時
に

契
約
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ

ま
す
。
さ
ら
に
Ｉ
Ｐ
電
話
へ
変
更

し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
利

用
で
き
て
い
た
緊
急
通
報
サ
ー
ビ

ス
等
が
使
え
な
く
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
勧
誘
さ
れ
て
も
そ
の
場

で
返
事
を
せ
ず
に
、
家
族
等
と
一

緒
に
契
約
内
容
や
１
カ
月
の
支
払

総
額
・
解
約
条
件
等
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

（
２
件
と
も
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　

見
守
り
新
鮮
情
報
よ
り
抜
粋
）

　消費生活に関する
問合せ・相談は消費
 生活センターへ

　

　

「
Ｉ
Ｐ
電
話
に
変
更
す
れ

ば
電
話
料
金
が
安
く
な
る
。

工
事
費
用
も
工
事
後
に
返
金

す
る
」
と
い
う
勧
誘
電
話
が

安
く
な
る
は
ず
の

　
　

電
話
料
金
が
２.５
倍
に

安
く
な
る
は
ず
の

　
　

電
話
料
金
が
２.５
倍
に

　

台
風
で
屋
根
が
壊
れ
た
の

で
、
電
話
帳
で
見
つ
け
た
業

者
へ
修
理
を
依
頼
し
た
。
業

者
は
す
ぐ
に
来
て
、
屋
根
に

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
か
け
る
応

急
処
置
を
行
っ
た
。
そ
の
際

「
瓦
の
ま
ま
で
は
重
い
の
で

新
し
い
屋
根
に
し
た
ほ
う
が

１
５
０
万
円
払
っ
た
の
に

　

台
風
で
壊
れ
た

　
　

屋
根
の
修
理
が
未
着
工

１
５
０
万
円
払
っ
た
の
に

　

台
風
で
壊
れ
た

　
　

屋
根
の
修
理
が
未
着
工

あ
っ
た
。
年
金
生
活
な
の
で

安
く
な
る
な
ら
助
か
る
と
思

い
承
諾
し
た
。
そ
の
後
工
事

費
用
は
返
金
さ
れ
た
が
、
毎

月
の
電
話
料
金
が
こ
れ
ま
で

の
２.５
倍
に
な
り
驚
い
た
。
契

約
書
を
息
子
に
見
て
も
ら
う

と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

サ
ー
ビ
ス
も
契
約
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。
パ
ソ
コ

ン
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
不

要
な
契
約
だ
。
説
明
と
違
う

の
で
納
得
で
き
な
い
。

　

（
当
事
者

：

８０
歳
代
女
性
）

県
南
地
域

ニ
セ
電
話
詐
欺
被
害
防
止
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は

お
金
を
渡
す
前
に
ま
ず
相
談
！

２４
時
間
対
応

良
い
」
と
言
わ
れ
、
費
用
の

半
分
で
あ
る
１
５
０
万
円
を

振
り
込
ん
だ
が
、
４
カ
月
経

っ
て
も
工
事
が
始
ま
ら
な
い
。

　

（
当
事
者

：

６０
歳
代
女
性
）

司
法
書
士
に
よ
る

　
　
　
　

無
料
法
律
相
談

司
法
書
士
に
よ
る

　
　
　
　

無
料
法
律
相
談

◇村消費生活センター（消費生活相談全般）☎８８５－７１４１（直通）
　月・水・木・金　午前９時～正午、午後１時～４時
（相談の受付は、午前は１１時３０分、午後は３時３０分まで。）
※相談員が不在の場合がありますので、電話でご確認ください。

◇消費者ホットライン（全国共通）☎１８８※３桁で繋がります。

◇県警悪質商法１１０番（訪問販売や悪質業者に絡む各種相談）
　午前８時３０分～午後５時１５分　☎０２９－３０１－７３７９

い や や

消費生活に関する相談は

▼
現
金
渡
し
て
は
詐
欺
！

▼
名
義
貸
し
は
犯
罪
は
詐
欺
！

▼
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
医
療
費
等

　

を
還
付
は
詐
欺
！

▼
ネ
ッ
ト
専
用
プ
リ
カ
の
カ
ー
ド

　

番
号
教
え
て
は
詐
欺
！

▼
宝
く
じ
の
当
選
番
号
教
え
る
は

　

詐
欺
！

◎
ニ
セ
電
話
詐
欺
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
２
９－

３
０
１－

０
０
７
４
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育てよう

社会力

美浦村商工会青年部だより



101111 広報みほ　平成２７年１１月号

安
く
な
る
は
ず
の

　
　

電
話
料
金
が
２.５
倍
に

１
５
０
万
円
払
っ
た
の
に

　

台
風
で
壊
れ
た

　
　

屋
根
の
修
理
が
未
着
工

司
法
書
士
に
よ
る

　
　
　
　

無
料
法
律
相
談

広報みほ　平成２７年１１月号広報みほ　平成２７年１１月号

Ａ．この連続講座の２回目でも少し紹介しましたが、村では「０歳から９０歳ま
での社会力育て」を教育の目標にして、子どもや大人の社会力を育てること
を行ってきました。
　　最初に行ったのが「選書会」です。幼稚園の５歳児から中学３年生までの
美浦村の子どもたち全員に、自分の読みたい本を自分で選んでもらいました。
本を読むことは物語の世界に入り込むことであり、物語の世界に入ることは
物語に登場する多くの人びとと出会うことです。そうした出会いによって人
間理解を深めることが、社会力育ちに役立つと期待してのことです。
　　続いて、ノーテレビ・ノーゲーム運動を実行しました。その狙いは、家庭
での学習の時間が増えること、家族との会話が増えること、家族そろっての
地域参加が増えることなどです。いずれも人との交流が増えることで社会力
が育つことを期待した運動です。
　　若い父母たちの社会力を高めるために行ったのが、幼稚園の園庭の改造で
した。計画づくりから工事完了まで、ほぼ１年間保護者に参加していただき、
それにより保護者の皆さんの教育への協力意欲がグンと高まりました。この
他にも読みあい、おんぶ・だっこ、ボランティアの勧めなどを実施しました。
　　これからも、子どもたちだけでなく村民全体の社会力を高める施策を次々とやっていきます。どのよ
うなことをやるのかについては、一昨年作った「教育振興基本計画」の中に色々あげており、その中に
は、大人が中学生と一緒に机を並べて勉強するとか、授業を手伝える村の人たちには授業を手伝っても
らうことなども入っています。
　　一番実現したいのは「霞ヶ浦一周８０ｋｍウォーキング大会」です。小学１年生から中学３年生まで、全
員が一緒に歩いて霞ヶ浦を一周する行事です。これをやるには、社会力のある大人が１５０人くらい一斉
に協力する必要があります。将来、そんな村になることを期待しています。　《教育長　門脇　厚司》

～子どもから大人まで～

社会力が
よくわかる連続講座（８）

育てよう

社会力

育てよう

社会力
お問合せ
教育委員会学校教育課
☎８８５－０３４０（内）２２６

Ｑ８．美浦村では、社会力を育てるためにどんなことをしていますか。また、これから
　どんなことをしていきますか。

▼

９月１７日・１８日、関東ブロック大会
（群馬県）にて

□お問い合わせ先　美浦村商工会青年部☎８８５－２２５０

・１１月２日　横越商工会青年部交流会

・１１月３日　みほ産業文化フェスティバル

・１１月１０日・１１日　商工会青年部全国大会

・１２月６日　県南地区交流事業

・毎週木曜日　キッズ☆カンパニー２０１５

《１１月・１２月の活動予定》

美浦村商工会青年部だより美浦村商工会青年部だより
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控
除
証
明
書
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
…

《
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
》

控
除
証
明
書
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
…

《
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
》

国民年金国民年金

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
そ
の
年

の
１
月
１
日
か
ら
１２
月
３１
日
ま
で

に
納
付
し
た
全
額
が
、
所
得
税
お

よ
び
住
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
の
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申

告
な
ど
の
際
に
、
保
険
料
を
納
付

し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
１
年
間
に
納
付
し

た
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
額
を

証
明
し
た
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」（
ハ

ガ
キ
）
が
、
１１
月
上
旬
ま
た
は
２

月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か

ら
次
の
方
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

◎
11
月
上
旬
送
付
対
象
者

　

平
成
２７
年
１
月
１
日
か
ら
９
月

３０
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
方

◎
２
月
上
旬
送
付
対
象
者

　

１１
月
上
旬
送
付
の
対
象
と
な
ら

な
か
っ
た
方
で
、
平
成
２７
年
１０
月

１
日
か
ら
１２
月
３１
日
ま
で
に
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
方

◇
電
話
番
号

・
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
５
７
０

－

０
５
８

－

５
５
５
（
Ｉ
Ｐ
電

話
、
海
外
か
ら
は
利
用
不
可
）

＊
自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て「
３
」

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

・
一
般
電
話　

☎
０
３

－

６
７
０

０

－
１
１
４
４
（
Ｉ
Ｐ
電
話
、

海
外
か
ら
も
利
用
可
能
）

◇
通
話
料
金　

・
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル　

固
定
電
話
は
、

市
内
通
話
料
金
で
、
携
帯
電
話
、

Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
公
衆
電
話
は
全
額
お

客
様
負
担
と
な
り
ま
す
。

・
一
般
電
話　

全
額
お
客
様
負
担

と
な
り
ま
す
。

◇
受
付
期
間　

平
成
２８
年
３
月
１５

　

日
（
火
）
ま
で

＊
土
曜
日（
第
２
土
曜
日
以
外
）・

　

日
曜
日
・
祝
祭
日
･
年
末
年
始

　

（
１２
月
２９
日
〜
１
月
３
日
）は
ご

　

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

◇
受
付
時
間

▼
月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
前
９
時

　

〜
午
後
７
時

▼
第
２
土
曜
日　

午
前
９
時
〜
午

　

後
５
時

〜
年
末
調
整
・
確
定
申
告

　

に
必
要
な
書
類
で
す
〜

〜
年
末
調
整
・
確
定
申
告

　

に
必
要
な
書
類
で
す
〜

『
社
会
保
険
料
（
国
民
年

　

金
保
険
料
）
控
除
証
明

　

書
』
が
発
行
さ
れ
ま
す

『
社
会
保
険
料
（
国
民
年

　

金
保
険
料
）
控
除
証
明

　

書
』
が
発
行
さ
れ
ま
す

　

配
偶
者
や
ご
家
族
が
負
担

す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
と
き
は
、
そ
の
納

付
額
を
ご
自
身
分
の
納
付
額

と
合
わ
せ
て
申
告
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た

控
除
証
明
書
も
添
付
し
て
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

自
分
自
身
や
配
偶
者
、
そ

の
他
の
親
族
の
負
担
す
べ
き

「
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保

険
、
健
康
保
険
･
厚
生
年
金

保
険
な
ど
の
社
会
保
険
料
」

を
納
付
（
給
与
か
ら
天
引
き

さ
れ
た
金
額
も
該
当
）
し
た

と
き
に
受
け
ら
れ
る
所
得
控

除
の
こ
と
で
す
。

◎
社
会
保
険
料
控
除
と
は
…

◎
大
学
生
の
子
ど
も
や
家
族

　

な
ど
の
国
民
年
金
保
険
料

　

を
納
付
し
た
と
き
は
…

お問合せ
国保年金課年金係
☎８８５－０３４０（内）１１５

　社会基盤整備に必要な新しい技術や、生活に身近な地震対策、海や川の浄化等の高度な研究・
実験を行う施設が、私たちの美浦村にあるのをご存知ですか。東洋建設株式会社では「土木の日」
にちなみ、施設の一般公開を行います。様々な体験を通して、科学技術に対する興味と理解を深
めてみませんか。大人も子どもも楽しめる内容ですので、ぜひご家族でご参加ください。

　　　　１２月５日（土）午後０時３０分～４時
　　　　東洋建設株式会社美浦研究所（美浦村受領１０３３－１）
　　　　＊車でお越しの際は、案内標識に従って所定の場所に駐車してください。
　　　　５０名（ジュニア・アカデミー、わくわく美浦っ子塾同時開催）
　　　　＊定員を超えた場合は村内居住者を優先します。
　　　　・来て、見て、体験、コンクリート（キャラクターグッズ作り）
　　　　・これで君も地震博士（地震に強い建物の組立体験）
　　　　・自然エネルギーをうまく活用しよう！（ペットボトルで発電体験）他
　　　　＊内容は予告なしに変更する場合がありますのでご了承ください。
　　　　　　１１月２０日（金）までに中央公民館窓口で配布している参加申込書にてお申込みください。
　　　　　　　　生涯学習課（中央公民館内）☎８８５－４４５１　※月曜・祝日休館

◇日時
◇会場
　　　
◇定員
　　　
◇内容
　　　
　　　
　　　
◇申込方法
◇申込・問合せ

東洋建設株式会社美浦研究所一般公開 前田建設工業
株式会社共催
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男女がともに
輝くために
男女がともに
輝くために
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美浦村介護保険特別会計　
　　　 平成２６年度決算報告
美浦村介護保険特別会計　　
　　　 平成２６年度決算報告

平成２６年度の介護保険特別会計の決算の内訳を、皆さまに報告いたします。
なお、歳入と歳出の差額（４，７５８万１，７１８円）は国・県交付金等の返還金に
使われる他、基金に積み立てられます。

平成２６年度　介護保険事業特別会計経理状況（歳出）平成２６年度　介護保険事業特別会計経理状況（歳出）

介護サービス等諸費

介護予防サービス等諸費

高額介護サービス等費

高額医療合算
　　介護サービス等費

審査支払手数料

介護予防事業費

包括的支援・任意事業費

総務費

基金積立金

地域支援事業費

地域包括支援センター費

諸支出金

科　　目 決算額（円) 説　　　　　明

介護保険事業の執行に必要な事務費・人件費等

保険給付費 介護・介護予防給付等に要する経費

要介護者に対して行われたサービスに係る支出

要支援者に対して行われたサービスに係る支出

国民健康保険団体連合会に対して支払った審査支払手数料

介護給付費準備基金等への積立金

村が実施する地域支援事業に係る支出

６５歳以上の高齢者を対象に行った予防事業に対する支出

介護予防ケアマネジメント・総合相談事業等の事業に対する支出

地域包括支援センターの運営に必要な事務費・人件費等

被保険者が受けた介護サービスに関する利用者負担が一定の額を超えた
場合、その超えた額に対して給付する支出

被保険者が受けた介護サービスと医療サービスに関する利用者負担の合
計が一定の額を超えた場合、その超えた額に対して給付する支出

他会計への繰出金、過年度分に係る保険料償還金、保険料過誤に係る還
付加算金、特別徴収義務者に対する過誤納還付金等

３１,５２４,６８５

８３６,０６８,５１２

７１７,３７５,８６０

４８,９６６,２１９

１６,２１２,０４９

特定入所者
　　介護サービス等費

施設サービスに係る食費・居住費（滞在費）と、低所得者の負担上限額と
の差額に対して給付する支出

５１,９７２,９６４

２３,８９７,９５６

６９５,５５８

４,８７５,１４８

３,９６０,０５０

２２,５６７,１７０

１０,８５３,２４７

平成２６年度　介護保険事業特別会計経理状況（歳入）平成２６年度　介護保険事業特別会計経理状況（歳入） 合計　９億８，２２７万３，９１６円合計　９億８，２２７万３，９１６円

合計　９億３，４６９万２，１９８円合計　９億３，４６９万２，１９８円

１９３,７１７,３８９

８４,２００

１９０,３０７,９９２

２４９,０３０,０１８

１２４,０７３,１６２

１８８,４０７,１５０

３１,２９４,８３６

６２,５００

第１号被保険者（６５歳以上の方）の保険料保険料

科　　目 決算額（円) 説　　　　　明

保険料の督促手数料使用料および手数料

介護保険給付・地域支援事業執行に必要な国の負担金国庫支出金

第２号被保険者（４０歳から６４歳の方）の介護保険料に相当する交付金支払基金交付金

介護保険給付・地域支援事業執行に必要な都道府県の負担金都道府県支出金

介護保険給付・地域支援事業執行および人件費等に要する村の負担金繰入金

基金積立金の利子財産収入

前年度繰越金繰越金

延滞金、加算金、過料、第三者納付金等諸収入

▼保険事業勘定　歳入合計９７７，００８，４９６円

▼保険事業勘定　歳出合計９２９，７８６，７１８円

５,２６５,４２０ 要支援認定を受けた利用者に対するケアマネジメント料サービス事業収入

科　　目 決算額（円) 説　　　　　明

▼サービス事業勘定　歳入合計５，２６５，４２０円

３,７０８,１５０

１,１９７,３３０

保険事業勘定への繰出金サービス事業諸支出金

科　　目 決算額（円) 説　　　　　明

ケアマネジメント委託料サービス事業費

▼サービス事業勘定　歳出合計４，９０５，４８０円

３１,２４９

８４５,８６２

９１５,０９８

介護保介護保険

お問合せ
福祉介護課介護保険係
☎８８５－０３４０
（内）１１３・１３２
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そ
れ
ぞ
れ
が
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険
者
が
発
行
す
る
「
特
定
健

康
診
査
受
診
券
」
と
「
被
保
険
者

証
」
お
よ
び
「
一
部
負
担
金
」
を

ご
持
参
の
上
、
健
診
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

◇
検
診
日
時　

１２
月
４
日（
金
）

◇
受
付
時
間　

午
前
９
時
３０
分
〜

　

１０
時
３０
分

◇
検
診
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

◇
料
金　

３
０
０
円

◇
対
象
者　

美
浦
村
に
住
民
登
録

　

さ
れ
て
い
る
２０
歳
以
上
の
男
女

◇
検
査
方
法　

か
か
と
の
骨
量
を

　

超
音
波
検
査
で
測
定

◇
受
診
方
法　

事
前
申
し
込
み
の

　

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
直
接
検

　

診
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

村
か
ら
対
象
者
へ
今
年
５
月
に

郵
送
し
た
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん

・
大
腸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
で
の
検
診
は
お
済
み
で
す
か
。

【
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
】

　

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
間

　

は
平
成
２８
年
３
月
３１
日
ま
で
で

▼
で
き
る
だ
け
母
乳
で
育
て
る　

　

母
乳
で
育
て
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん

　

は
、
人
工
乳（
粉
ミ
ル
ク
）で
育

　

て
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん
よ
り
発
症

　

率
が
低
い
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
（
Ｓ
Ｉ

Ｄ
Ｓ
）
は
、
そ
れ
ま
で
元
気
だ
っ

た
赤
ち
ゃ
ん
が
、
事
故
や
窒
息
で

は
な
く
眠
っ
て
い
る
間
に
突
然
死

亡
し
て
し
ま
う
病
気
で
す
。

▼
乳
児
の
う
つ
ぶ
せ
寝
は
避
け
る

　

う
つ
ぶ
せ
寝
の
方
が
、
あ
お
む

　

け
寝
よ
り
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
発
症
率

　

が
高
い
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
た
ば
こ
は
止
め
る　

両
親
が
喫

　

煙
す
る
場
合
は
、
両
親
が
喫
煙

　

し
な
い
場
合
の
約
５
倍
の
発
症

　

率
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

健やかづくり健やかづくり

お問合せ
健康増進課
☎８８５－１８８９

お問合せ
健康増進課
☎８８５－１８８９

For your healthy lifeFor your healthy life

診療時間：午前９時～午後４時
都合により当番医を変更することがあります。
※お問合せ先：なるしま内科医院☎８６９－４８２０

１２
　

月

１１
　

月

２２日

㈰

２９日

㈰

２３日

㈪

か な い 皮 フ 科

江戸崎ひかりクリニック

阿 見

稲 敷

☎８８８－８１８８

☎８３４－５７７７

かたやま耳鼻咽喉科

江 戸 崎 病 院

阿 見

稲 敷

６日

㈰

☎８８７－３３４９

☎８９４－２６１１

印南クリニック

鈴木クリニック

阿 見

稲 敷

☎８３４－２２２２

☎８９２－３６４０

し の つ か 医 院

いわき内科クリニック

阿 見

稲 敷

☎８８８－２４５０

☎８７５－５１００

１５日

㈰

は た か わ 医 院

佐倉クリニック

美 浦

稲 敷

☎８８５－２３５８

☎８９２－７０１１

休　日　当　番　医

《１２月の乳幼児健診》

　

村
で
は
、
１２
月
に
総
合
健
診
を

行
い
ま
す
。
今
年
度
に
お
い
て
、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る
総
合

健
診
は
今
回
で
最
終
と
な
り
ま
す
。

◇
健
診
日
・
受
付
時
間　

１２
月
２０

　

日（
日
）、
２１
日（
月
）　

午
前
７

　

時
３０
分
〜
１０
時
３０
分

◇
健
診
会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

◇
料
金
・
受
診
方
法　

健
康
ス
ケ

　

ジ
ュ
ー
ル
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

　

総
合
健
診
受
診
券（
５
月
郵
送
）、

　

広
報
み
ほ
５
月
号
２
ペ
ー
ジ
で

　

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

今
年
度
の
健
康
診
断
は

　
　

  

お
済
み
で
す
か
？

　

す
が
、
年
度
末
は
病
院
の
予
約

　

が
取
り
に
く
い
こ
と
が
予
想
さ

　

れ
ま
す
の
で
、
ま
だ
受
診
さ
れ

　

て
い
な
い
方
は
早
め
の
受
診
を

　

お
勧
め
し
ま
す
。

【
大
腸
が
ん
検
診
】

　

大
腸
が
ん
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の

　

利
用
は
、
１２
月
２０
日（
日
）・
２１

　

日（
月
）に
行
わ
れ
る
総
合
健
診

　

の
み
と
な
り
ま
す
。
大
腸
が
ん

　

検
診
は
自
宅
で
簡
単
に
で
き
る

　

便
の
検
査
で
す
。
ま
だ
検
診
が

　

お
済
み
で
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
受

　

診
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
検
体
回
収
日
は
平
成
２８
年
１
月

　

６
日（
水
）と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

　

紛
失
等
で
ク
ー
ポ
ン
券
が
な
い

　

方
は
再
発
行
し
ま
す
。

　

稲
敷
地
域
医
療
連
絡
協
議
会
で

は
、「
街
の
保
健
室
」
を
開
催
し
ま

す
。
東
京
医
科
大
学
茨
城
医
療
セ

ン
タ
ー
看
護
部
の
看
護
師
に
よ
る

健
康
相
談
で
す
。
健
康
に
関
す
る

相
談
と
血
圧
測
定
・
体
脂
肪
測
定

・
血
管
年
齢
測
定
を
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

１１
月
２８
日（
土
）午
前
１０

　

時
〜
１１
時
３０
分

◇
会
場　

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
美
浦
店

▼
社
会
保
険
に
加
入
の
被
扶
養
者

　

の
特
定
健
康
診
査
に
つ
い
て

◎
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
予
防
の
た
め
に
…

総
合
健
診

総
合
健
診

総
合
健
診

骨
粗
鬆
症
検
診

骨
粗
鬆
症
検
診

骨
粗
鬆
症
検
診

１１
月
は
「
乳
幼
児
突
然
死

　
　

症
候
群
対
策
強
化
月
間
」

１１
月
は
「
乳
幼
児
突
然
死

　
　

症
候
群
対
策
強
化
月
間
」

１１
月
は
「
乳
幼
児
突
然
死

　
　

症
候
群
対
策
強
化
月
間
」

※
転
入
や
受
診
券
紛
失
等
で
受
診

券
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

「
街
の
保
健
室
」へ

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

◇受付時間　午後１時３０分～２時

・１歳６カ月児健診　１２月７日（月）
　対象：平成２６年４月～５月生

・２歳児歯科健診　１２月８日（火）
　対象：平成２５年１０月～１１月生

・４カ月児健診　１２月１４日（月）
　対象：平成２７年８月生

「
美
浦
そ
だ
ち
」 

 

稲
刈
り
体
験
開
催

長寿のお祝い！健やか最高齢認定

吉野喜一さん

尾島豊子さん

地域安全茨城県民大会で表彰

美浦トレセンに感謝状
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消
防
ポ
ン
プ
操
法
競
技
大
会
で

　
　
　
　
　
　
　
　

第
１
分
団
が
敢
闘
賞
！

美
浦
ブ
レ
ー
ブ
ス

少
年
野
球
優
勝
！

美浦体操クラブ
　小澤里佳さん国体出場！

第１５回子どもまつり開催

生活環境生活環境

お問合せ
生活環境課
☎８８５－０３４０
（内）２１４・２１５

◇事業適用面積の廃止
　改正前は埋立地の面積が５００平方メートル以上の事業を規制の対象としていましたが、条例改正後はす
　べての埋立て等を対象とします。

◇「改良土」の使用禁止
　事業に用いることができる土砂等について茨城県条例と整合させ、汚泥にセメント等を混ぜて改質させ
　た土壌「改良土」は使用禁止としました。

◇暴力団（員）の事業参加の禁止
　暴力団（員）である場合、事業主等になれないことを定めました。

◇一時堆積も対象
　土砂等の積み替えのための一時的な堆積も対象としました。

◇罰則の強化
　無許可による埋立て等には１年以下の懲役または５０万以下の罰金だった罰則を、２年以下の懲役または
　１００万以下の罰金としました。

「土砂等による土地の
　埋立て等の規制に関する条例」
　  　　　　　が改正されました

平成２７年１０月１日から平成２７年１０月１日から平成２７年１０月１日から

《有料で自宅へ回収にまいります》

主な改正の内容主な改正の内容主な改正の内容

条例改正の背景・目的条例改正の背景・目的条例改正の背景・目的
　平成３２年（２０２０年）の東京オリンピック開催に向けて関連工事の増加が確実な状況ですが、それらの工事
で発生した残土等の美浦村への持ち込みが懸念されています。そこで、村では災害等の発生の未然防止と
地域や村民の安全と良好な生活環境を確保することを目的として、対策に必要な要件を備えた条例を整備
し、土地の埋立て等の行為について適切な規制を行えるよう条例を全面的に改正しました。

　各家庭で出た粗大ゴミ（事業系ゴミ、産廃等は除く）を収集します。例年は役場駐車場で実施して
いましたが、本年度は役場庁舎が改修工事中のため、美浦水処理センターで実施します。
　搬出できる粗大ごみの種類等、詳細については広報みほ本号と同時に配布されている回覧をご覧
いただくか、役場生活環境課までお問い合わせください。

◇収集日時　１１月２９日（日）、１２月６日（日）　両日とも午前８時３０分～正午、午後１時～３時
◇収集場所　美浦水処理センター（美浦村興津９６９）
＊会場へ入るときは、一部規制を行います。係員の指示に従ってください。

　粗大ごみを運搬する手段が無くてお困りの場合は、有料で自宅まで収集に伺います。その際に　
　解体作業が必要な場合は、別途料金がかかります。自宅収集は事前申し込みとなります。

　 ▼申込期間　１１月１６日（月）～２０日（金）

　 ▼料金内訳　運搬費４，０００円、解体費３，０００円

　 ▼申込・問合せ　美浦村シルバー人材センター☎８８６－０００７

　今回の収集日以外でも、江戸崎地方衛生土木組合（稲敷市高田４２４☎０２９－８９２－２８４１）では年間
を通して粗大ごみを持ち込むことが可能です。是非ご利用ください。（１００kgまで無料）

粗大ごみを収集します粗大ごみを収集します
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１～２歳「一緒に」から「自分でやりたい！」へ１～２歳「一緒に」から「自分でやりたい！」へ

２～３歳「一人でやりたい」が強く出てきた子は２～３歳「一人でやりたい」が強く出てきた子は

　わい
ほっ

　ぴよ
ぴよ
ほっ

　ぴよ
ぴよ
ほっ

わい
ほっ

　わい
エン
ほっ

４ぴよ
エン
ほっ

毎月、親子でできる簡単
な遊びや子育てのコツを
紹介していきます。

子育て
ワンポイント
子育て
ワンポイント

※各子育て広場の詳細と、開催場所（都合により変更する場合があります）については、役場・中央公
　民館・保健センターに設置している「子育てカレンダー（毎月発行）」でご確認ください。
※どの子育て広場も「子育て支援センターのスタッフ」が担当しています。

　問合せ　子育て支援センター（木原地区多目的集会施設内） ☎８８５－６５１１＊午前９時から午後４時３０分まで

　◇対象　０歳児～学童　　◇場所　予約時にお知らせします。
　◇予約方法　子育て支援センターに電話で予約してください。　※発達相談員が担当しています。

要予約要予約発達相談（子育てや発達に関する相談）発達相談（子育てや発達に関する相談）

ぴよぴよサロン＆プレママサロンでは、
毎月一度、保健師、助産師、栄養士さ
んによる個別の「育児相談（　）」を行
っています。（通常の自由遊びもあり）

ぴよぴよサロン＆プレママサロンでは、
毎月一度、保健師、助産師、栄養士さ
んによる個別の「育児相談（　）」を行
っています。（通常の自由遊びもあり）

ほっ：子育てほっとルーム（午前９時３０分～午後４時）
　◇対象　０歳～就園前　　◇場所　子育て支援センター（木原地区多目的集会施設内）

エン：エンジョイ子育て（午前１０時～正午）
　◇対象　０歳～就園前　　◇場所　木原地区多目的集会施設和室、または村内の公園・公共施設

よち：よちよちルーム（午前１０時～正午）
　◇対象　１歳児（Ｈ２５．４．２～Ｈ２６．４．１生）　◇場所　木原地区多目的集会施設和室

ぴよ：ぴよぴよサロン＆プレママサロン
（通常：午前１０時～正午、ＰＭ：午後１～３時）
　◇対象　２カ月～１歳３カ月、妊婦さん
　◇場所　木原地区多目的集会施設和室

開催時間内
出入り自由
開催時間内
出入り自由

予約必要なし予約必要なし１２月の
子育て広場

わい
ほっ

　わい
ほっ

　わい
ほっ

　ぴよ
エン
ほっ

　わい
よち
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

　ぴよ
よち
ほっ

　わい
ほっ

わい
ほっ

　わい
よち
ほっ

月 火 水 木 金 土日

５

７６

１８１５１３

２６

１９

１２

２５２４２３２２

３０ ３１２９

２１

２８

２０

２７

ぴよ
ほっ

わい
ほっ

　わい
ほっ

２

９

１

８

３ ４

１６

　大人の声に合わせて両手をあげて着脱するなど自
分から着替えに関わろうとします。大人は「バンザ
イしてね」「ズボンのトンネルに入るよ」など、体を
動かしやすい声掛けをしてみましょう。履くより脱
ぐほうがやりやすいので、靴下やズボンを途中まで
脱がせて残りは自分でチャレンジ。「一人でできた」
という満足感を持たせて自立を促しましょう。

　大人の声に合わせて両手をあげて着脱するなど自
分から着替えに関わろうとします。大人は「バンザ
イしてね」「ズボンのトンネルに入るよ」など、体を
動かしやすい声掛けをしてみましょう。履くより脱
ぐほうがやりやすいので、靴下やズボンを途中まで
脱がせて残りは自分でチャレンジ。「一人でできた」
という満足感を持たせて自立を促しましょう。

１４ １７

１１１０

着替えの援助着替えの援助

　「全部自分でやりたい」という気持ちが強くなり、
さりげなく大人が援助することさえ嫌がる時もあり
ます。そんな時は、上着は背中側を上に、ズボンは
表側を上にして置き、手足を入れるとそのまま着ら
れるように用意してみましょう。出した服を嫌がり
着ない時は、服を２着見せて「どっちがいい？」と
子どもに選ばせるのもひとつの方法です。

　「全部自分でやりたい」という気持ちが強くなり、
さりげなく大人が援助することさえ嫌がる時もあり
ます。そんな時は、上着は背中側を上に、ズボンは
表側を上にして置き、手足を入れるとそのまま着ら
れるように用意してみましょう。出した服を嫌がり
着ない時は、服を２着見せて「どっちがいい？」と
子どもに選ばせるのもひとつの方法です。

５億８，０２５万９，７０２円

５億７，９５６万７，８７９円

１７０万６，４００円

５，９２３万３，５９４円

２１億２，１６３万１，００４円

２０億６，９４４万４，７４９円

１億８，６７８万６，７１２円

１億７，００７万６，２３０円

９億７，０８４万４，５１１円

９億４，６７６万９，９５３円

９億８，２２７万３，９１６円

９億３，４６９万２，１９８円

１億１，７７７万８，２６３円

１億１，９３２万８，３２０円

１９５万９，１３０円

３，３４８万０，７３０円

６億８，２２０万０，０００円

６億５，０６７万８，４００円
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村
で
は
、
今
年
度
２０
歳
を
迎
え

ら
れ
る
方
を
対
象
に
、
新
成
人
の

門
出
を
祝
う「
成
人
式
典
」を
開
催

し
ま
す
。

◇
開
催
日
時　

平
成
２８
年
１
月
１０

日（
日
）午
前
１０
時
３０
分
〜
午
後

０
時
３０
分
（
午
前
９
時
３０
分
よ

り
受
付
開
始
）

◇
会
場　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

◇
新
成
人
の
対
象
者　

平
成
７
年

　

４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月

　

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

・
美
浦
村
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

・
村
内
の
小
・
中
学
校
を
卒
業
さ

　

れ
た
方

お知らせお知らせお知らせ

美 浦 村 役 場

中 央 公 民 館

中央公民館図書室

文 化 財 セ ン タ ー

光と風の丘公園クラブハウス

保 健 セ ン タ ー

美浦水処理センター
（ 上 下 水 道 課 ）

大谷時計台児童館

木 原 城 山 児 童 館

大 谷 保 育 所

木 原 保 育 所

社 会 福 祉 協 議 会

老人福祉センター

デイサービスセンター

シルバー人材センター

美浦村ホームページアドレス
　　　http://www.vill.miho.lg.jp/

Ｅメール　info@vill.miho.lg.jp

☎８８５－０３４０

☎８８５－４４５１

☎８８５－８４４２

☎８８６－０２９１

☎８８５－６７１１

☎８８５－１８８９

☎８８５－０７２０
☎８８５－８８９９

☎８８５－０５９７

☎８８５－１０６４

☎８８５－１５４９

☎８８５－４４８８

☎８８５－００３８

☎８８５－７０８０

☎８８５－８８８５

☎８８６－０００７

《
案
内
状
の
送
付
》

　

平
成
２７
年
１１
月
１
日
現
在
で
村

内
に
在
住
さ
れ
て
い
る
対
象
者
に

は
、
１１
月
中
旬
に
案
内
状
を
送
付

し
ま
す
。

　

平
成
２７
年
１１
月
１
日
以
降
に
美

浦
村
に
転
入
さ
れ
た
方
、
ま
た
は

村
内
の
小
・
中
学
校
を
卒
業
さ
れ

て
い
て
も
平
成
２７
年
１１
月
１
日
現

在
で
村
外
に
転
出
さ
れ
て
い
る
方

に
は
、
案
内
状
は
届
き
ま
せ
ん
。

　

新
成
人
の
対
象
者
で
あ
っ
て
、

案
内
状
が
届
か
な
い
方
に
つ
い
て

は
、
村
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

ま
で
ご
連
絡
（
①
住
所
、
②
氏
名
、

③
生
年
月
日
、
④
卒
業
小
・
中
学

校
名
）
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
随
時

案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
案
内
状
が
な
く
て
も
成
人
式
典

　

に
は
ご
出
席
い
た
だ
け
ま
す
。

◇
問
合
せ　

村
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課（
中
央
公
民
館
内
）☎
８

８
５－

４
４
５
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

：

８
８
５－

７
０
１
５
、E

-m
ail

　
：sh

o
g
ai@
v
ill.m

ih
o
.lg
.jp

◇
業
務
内
容　

税
務
事
務
補
助

◇
応
募
資
格　

一
般
事
務
経
験
が

あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
可
能
な

村
内
在
住
の
方

◇
勤
務
場
所　

役
場
税
務
課

◇
勤
務
日　

平
成
２８
年
１
月
２０
日

〜
６
月
３０
日
ま
で
の
期
間
の
う

ち
、
約
１
０
０
日

◇
勤
務
時
間　

午
前
９
時
３０
分
〜

午
後
４
時（
一
日
５
時
間
３０
分
）

◇
募
集
人
数　

４
名

◇
賃
金　

時
給
８
０
０
円

◇
応
募
方
法　

１１
月
３０
日（
月
）ま

で
に
役
場
税
務
課
へ
履
歴
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ　

役
場
税
務
課

　

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
は
、「
人
権
デ
ー
」
を

最
終
日
と
す
る
１２
月
４
日
〜
１０
日

ま
で
の
１
週
間
を「
人
権
週
間
」と

定
め
、
世
界
人
権
宣
言
の
意
義
を

訴
え
る
と
と
も
に
人
権
尊
重
思
想

の
普
及
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

全
て
の
人
々
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
豊
か
で
安
心
で
き
る
成
熟
し
た

社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

◇
問
合
せ　

役
場
福
祉
介
護
課

　

好
文
亭
梅
朝
さ
ん
に
よ
る
落
語

講
座
で
す
。
江
戸
時
代
に
始
ま
っ

た
落
語
は
現
代
に
も
通
じ
る
素
晴

ら
し
い
話
芸
で
す
。
落
語
に
ま
つ

わ
る
お
話
を
通
し
て
落
語
に
親
し

み
ま
し
ょ
う
。
今
回
は「
夫
婦
」を

テ
ー
マ
に
落
語「
厩
火
事（
う
ま
や

か
じ
）」他
一
席
を
解
説
付
き
で
披

露
し
ま
す
。

＊
予
約
不
要
。
聴
講
を
希
望
さ
れ

　

る
方
は
当
日
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

１２
月
６
日（
日
）午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分

◇
会
場
・
問
合
せ　

文
化
財
セ
ン

タ
ー国勢調査へのご回答ありがとうございました！

み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀

〜
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち

　

育
て
よ
う　

思
い
や
り
の
心
〜

美
浦
村
成
人
式
典
を

開
催
し
ま
す

臨
時
職
員
募
集
（
税

務
事
務
）

第
６７
回
人
権
週
間

第
１２
回
梅
朝
基
礎
落
語

　ご記入いただいた調査票は、厳重な管理の
もと集計中です。
　平成２８年２月には、全国および市区町村ご
との最新の人口・世帯数がわかります。

総務省統計局総務省統計局
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村民税（１８．８％）
１０億７，４２３万０，６４２円

固定資産税（２１．９％）
１２億４，７１７万６，０９８円

地方交付税（１１．２％）
　６億３，９６８万７，０００円

村債（８．６％）
　４億８，９２０万５，０００円

国庫支出金（６．７％）
　３億８，０２１万２，６３２円

村税（４３．２％）
２４億６，５１６万０，１７５円

事
項
を
記
入
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
申
込
・
問
合
せ　

光
と
風
の
丘

公
園
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

　

公
開
会
議
な
の
で
、
ど
な
た
で

も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
日
時　

１２
月
１９
日（
土
）午
後
２

時
か
ら
（
受
付
時
間

：

午
後
１

時
３０
分
〜
１
時
５０
分
）

◇
会
場　

中
央
公
民
館
２
階
会
議
室

◇
そ
の
他　

個
人
情
報
が
含
ま
れ

　

る
も
の
等
、
議
事
に
よ
っ
て
は

　

一
部
非
公
開
と
な
り
ま
す
。

◇
問
合
せ　

村
教
育
委
員
会
学
校

　

教
育
課

　

平
成
２８
年
度
分
納
税
通
知
書
の

送
付
用
封
筒
に
掲
載
す
る
有
料
広

告
を
募
集
し
ま
す
。

◇
募
集
期
限　

１１
月
２４
日
（
火
）

◇
募
集
対
象　

事
業
の
広
告

◇
封
入
す
る
納
税
通
知
書
の
種
類

＊
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書

＊
村
民
税
･
県
民
税
納
税
通
知
書

＊
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

◇
発
送
予
定　

約
１
８
０
０
０
通

◇
規
格　

縦
６
㎝
×
横
９
㎝

　

今
般
の
災
害
に
よ
り
、
国
税
に

つ
い
て
の
申
告
、
申
請
、
請
求
、

納
税
等
を
期
限
ま
で
に
で
き
な
い

と
き
は
、
所
轄
税
務
署
長
に
対
し

申
告
・
納
税
等
の
期
限
の
延
長
を

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
関
東
信
越
国
税
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

最
寄
り
の
税
務
署
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◇
関
東
信
越
国
税
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w
w
w
.n
ta.g
o
.jp
/

k
an
to
sh
in
etsu
/)

◇
竜
ヶ
崎
税
務
署　

☎
０
２
９
７

－

６
６－

１
３
０
３
（
自
動
音

声
で
ご
案
内
し
ま
す
）

　

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給

見
込
み
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生

活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
い

つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確

認
で
き
ま
す
。
ま
た
、
将
来
の
年

金
受
給
見
込
み
額
に
つ
い
て
、
ご

自
身
の
年
金
記
録
を
も
と
に
様
々

な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

◇
問
合
せ

・
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

（h
ttp
://w
w
w
.n
en
k
in
.g
o
.jp
/

）

・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０－

０
５
８－

５
５
５

＊
ご
自
身
の
電
話
番
号
が
０
５
０

　

で
始
ま
る
方
は
☎
０
３－

６
７

　

０
０－

１
１
４
４

・
土
浦
年
金
事
務
所
☎
０
２
９－

　

８
２
５－

１
１
７
０

　

茨
城
県
で
は
、「
い
ば
ら
き
女
性

い
き
い
き
就
職
面
接
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

事
前
申
し
込
み
不
要
・
参
加
費

無
料
・
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
有
。

◇
期
日　

１１
月
２７
日（
金
）

◇
会
場
・
日
程　

ホ
テ
ル
グ
リ
ー

ン
コ
ア
土
浦
（
土
浦
市
港
町
１

－

１８－

２６
）・
プ
レ
セ
ミ
ナ
ー：

午
前
１１
時
〜
１１
時
４０
分
、
面
接

会：

午
後
１
時
〜
３
時

◇
持
ち
物　

企
業
提
出
用
の
履
歴

書
を
必
要
枚
数
持
参
の
こ
と
。

◇
詳
細
・
問
合
せ　

県
労
働
政
策

課
☎
０
２
９－

３
０
１－

３
６

４
５
（
直
通
）、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.p
ref.ib

a
ra
k
i.

jp
/sh
o
k
o
ro
d
o
/ro
sei/ro

d
o
/ik
i

ik
i/in
d
ex
.h
tm
l)

　

思
い
切
っ
て
外
に
飛
び
出
し
て

自
然
を
満
喫
し
、
身
も
心
も
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。　

◇
日
時
・
集
合
場
所　

１２
月
１９
日

（
土
）午
前
８
時
３０
分
・
文
化
財

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
へ
集
合

◇
コ
ー
ス　

文
化
財
セ
ン
タ
ー
駐

車
場
↓
陸
平
貝
塚
公
園
↓
霞
ケ

浦
湖
畔（
馬
掛
〜
大
山
）↓
大
山

東
部
集
落
セ
ン
タ
ー
↓
余
郷
入

承
水
路
↓
馬
見
山
↓
文
化
財
セ

ン
タ
ー
駐
車
場　

全
長
約
１２
㎞

＊
午
前
１１
時
３０
分
頃
終
了
予
定

◇
対
象
者　

村
内
在
住
お
よ
び
在

勤
の
健
康
な
方
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）

◇
参
加
費　

無
料

◇
申
込
期
限　

１２
月
１６
日（
水
）午

後
５
時
ま
で

◇
募
集
人
数　

１
０
０
名

◇
受
付
日
時　

午
前
８
時
３０
分
〜

午
後
９
時
（
土
日
も
受
付
可
）

＊
１２
月
７
日
（
月
）
、
１４
日
（
月
）
の

み
受
付
は
午
後
５
時
ま
で
。

◇
申
込
方
法　

光
と
風
の
丘
公
園

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
窓
口
に
て
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

＊
申
込
用
紙
に
氏
名
・
住
所
・
生

年
月
日
・
電
話
番
号
等
、
必
要

◇
枠
数　

２
枠（
１
事
業
所
１
枠
）

◇
掲
載
場
所　

封
筒
裏
面

◇
掲
載
料
・
決
定
方
法　

１
枠
５

万
円
（
最
低
価
格
）
以
上
か
ら
、

申
込
額
の
高
い
順
に
上
位
の
２

事
業
所

※
応
募
方
法
等
詳
し
く
は
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
･
問
合
せ　

役
場
総
務
課

　

日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る
れ
ん

こ
ん
の
収
穫
が
本
番
を
迎
え
る
こ

の
時
期
、
今
年
も
「
日
本
一
の
れ

ん
こ
ん
料
理
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
美
浦
村
か
ら
も
次
の
３

店
舗
が
参
加
し
ま
す
の
で
、
美
容

と
健
康
に
良
い
旬
の
「
れ
ん
こ
ん

料
理
」
を
、
こ
の
機
会
に
ど
う
ぞ

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

◇
実
施
期
間　

１１
月
１
日（
日
）〜

３０
日（
月
）

◇
美
浦
村
内
の
協
賛
店
舗

･
あ
た
り
や
食
堂（
大
谷
）

･
い
さ
美
庵（
舟
子
）

･
食
処
の
れ
ん（
土
屋
）

◇
問
合
せ　

日
本
一
の
れ
ん
こ
ん

料
理
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
事
務

局
（
全
農
い
ば
ら
き
県
南
Ｖ
Ｆ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
☎
８
７
５

－

８
０
７
７

台
風
１８
号
の
影
響
で

被
害
を
受
け
た
方
へ

１１
月
３０
日
は
年
金
の
日

女
性
の
活
躍
、
再
就
職

を
支
援
し
ま
す
！

霞
ケ
浦
湖
畔
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
参
加
者
募
集

村
教
育
委
員
会
定
例
会

を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

納
税
通
知
書
の
送
付
用
封
筒

に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

日
本
一
の
れ
ん
こ
ん

料
理
フ
ェ
ア
２
０
１
５
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教育相談

相談日以外は留守番電話またはＦＡＸで
相談を受け付けています。

＊事前連絡の上、おこしください。

毎週火～金曜日
午前９：００～午後３：００

電話
相談

毎週水・木曜日
午前９：００～午後３：００

来所
相談

弁護士による法律相談

＊事前に申込みをされていない方は、
　お待ちいただく場合があります。

心配ごと相談

会場・申込先
　老人福祉センター☎８８５－７０８０
主　　催　美浦村社会福祉協議会

日時

＊１２月１日（火）午前８：３０より申込受付

日時

障がい者相談

行政相談

国の仕事のことなどで困ったときは
ご相談ください。（予約不要）

身体・知的障がい者やご家族の悩み事等
何でもご相談に応じます。（予約不要）

日時

場所

１１月１６日（月）、１２月２１日（月）
午後１：００～３：００
老人福祉センター

日時

場所

☎・　８８５－７７８８ＦＡＸ相談・連絡先

場所：光と風の丘公園クラブハウス

問合せ先　役場福祉介護課

１２月２４日（木）
午後１：３０～４：００

１２月７日（月）・２１日（月）
午後１：００～３：００

１１月２７日（金）
午前１０：００～正午

役場２階小会議室

１１月の納税

＊納期限は１１月３０日（月）です。

（５期）

（５期）

　

村
で
は
、
住
民
課
窓
口
業
務
の

「
時
間
延
長
サ
ー
ビ
ス
」
お
よ
び

「
電
話
予
約
に
よ
る
証
明
書
等
の

休
日
交
付
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

業
務
内
容
が
通
常
と
は
異
な
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
の
際
は
電
話
等

で
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
住
民
課
窓
口
時
間
延
長
実
施
日

　

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日
（
祝

　

日
の
場
合
は
そ
の
前
開
庁
日
）

＊
年
末
年
始
を
除
く

◇
１１
月
・
１２
月
の
実
施
日
時

　

１１
月
１１
日
・
２５
日
、
１２
月
９
日

　

・
２２
日
午
後
５
時
１５
分
〜
７
時

◇
取
扱
業
務　

各
種
証
明
書
（
住

　

民
票
・
戸
籍
の
証
明
書
・
印
鑑

　

登
録
証
明
書
）
の
発
行
、
印
鑑

　

登
録
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
、

　

戸
籍
届
書
の
預
か
り
（
審
査
・

　

受
理
決
定
は
後
日
）

＊
転
入
・
転
出
・
転
居
等
の
住
民

　

登
録
業
務
は
取
扱
い
で
き
ま
せ

　

ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

住
民
票
の
写
し
と
印
鑑
登
録
証

明
書
は
、
事
前
に
平
日
の
午
前
８

時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
電

話
予
約
し
た
も
の
を
、
土
日
・
祝

日
の
役
場
閉
庁
時
に
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

＊
ご
予
約
の
際
は
必
ず
、
証
明
書

　

を
受
け
取
り
に
い
ら
っ
し
ゃ
る

　

方
が
直
接
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・

◇
問
合
せ　

役
場
住
民
課

〔
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〕

○
友
駿
健
康
麻
雀
倶
楽
部
様
、
美

　

保
会
様
、
Ｊ
Ｒ
Ａ
美
浦
ト
レ
ー

　

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
様
、
美
駒
グ

　

ル
ー
プ
寿
会
様　

古
切
手

○
匿
名
希
望
１
件　

古
切
手

○
匿
名
希
望
２
件　

使
用
済
み
プ

　

リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
校
の
教
育
内
容
お
よ
び
支
援

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
参
加
無
料
）

◇
日
時　

１１
月
３０
日（
月
）午
後
１

時
２５
分
〜
３
時（
受
付
１
時
〜
）

◎
住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証

明
書
の
休
日
交
付（
電
話
予
約
）

　

善　
　

意

平
日
住
民
課
窓
口
に

来
ら
れ
な
い
方
へ

介 護 保 険 料

後期高齢者医療保険料

（９月１日～３０日）

９月３０日現在死者ゼロ継続５７７日

発生件数

負傷者数

死者数

１

２

０

年累計
（　１３　）

（　１７　）

（　　０　）

村の交通事故発生状況村の交通事故発生状況

◇
場
所　

茨
城
県
立
霞
ヶ
浦
聾
学

校
（
阿
見
町
上
長
３

－

２
）

◇
申
込
方
法　

１１
月
２５
日（
水
）ま

で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
話
に
て
申
込
。

◇
申
込
・
問
合
せ　

県
立
霞
ヶ
浦

聾
学
校
☎
０
２
９－

８
８
９－

１
５
５
５
、
Ｆ
Ａ
Ｘ：

０
２
９

－

８
８
９－

２
４
１
３

　

エ
ル
タ
ッ
ク
ス（ｅ

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

）

は
、
地
方
税
に
関
す
る
手
続
き
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
で
き
ま
す
。

《
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
の
特
徴
》

・
手
続
き
は
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら

・
複
数
の
地
方
公
共
団
体
へ
ま
と

め
て
一
度
に
送
信

《
利
用
可
能
な
電
子
申
告
手
続
き
》

　

法
人
都
道
府
県
民
税
、
法
人
事

業
税
、
地
方
法
人
特
別
税
、
法
人

市
町
村
民
税
、
固
定
資
産
税
（
償

却
資
産
）、個
人
住
民
税
（
給
与
支

払
報
告
書
等
や
特
別
徴
収
関
連
手

続
）、事
業
所
税

◇
問
合
せ　

一
般
社
団
法
人
地
方

　

税
電
子
化
協
議
会
☎
０
５
７
０

　

－

０
８
１
４
５
９
、
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ（h

ttp
://w
w
w
.eltax

.jp
/)

霞
ヶ
浦
聾
学
校
の

授
業
公
開
に
つ
い
て

地
方
税
の
申
告
に
は

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
を

 村民一人当りの歳出額

人件費
１３億９，９７７万円
（２５．３％）

公債費　４億４，５４０万円（８．１％）

普通建設事業費　４億１，１９７万円
　　　　　　　　　　（７．４％）

物件費
７億８，７４３万円
（１４．２％）

繰出金
８億０，７２０万円
（１４．６％）

扶助費
６億６，９０２万円
（１２．１％）

補助費等
９億３，３８９万円
（１６．９％）

災害復旧費（０．４％）
　２，１０５万０，２８０円

商工費（０．４％）
　２，２７２万４，５３０円

民生費（３１．１％）
　１７億２，１０６万６，４３９円

総務費（１２．８％）
　７億０，５６４万９，３８７円

衛生費（９．９％）
　５億４，６０９万８，１１０円

土木費（８．７％）
　４億８，２７６万０，７９０円

公債費（８．０％）
　４億４，５４０万０，３８３円

消防費（５．７％）
　３億１，２７６万４，２１９円

農林水産業費（４．７％）
　２億６，１００万８，９５９円

議会費（２．１％）
　１億１，５０８万９，０６８円

教育費（１６．２％）
　　８億９，６５５万６，３０９円



選手一人ひとりが役割を担って…
一発勝負の大会で見事な操作を披露！
　　　  　　( 第６６回茨城県消防ポンプ操法競技大会
　　　　　　　　　　　　　　　　県南南部大会にて )

〈平成２７年１０月１日現在の人口と世帯数〉 男８，４１３　女８,００８　計１６，４２１（前月比－３５）世帯数６，８２８（前月比＋２）

広報みほ（№６４４・平成２７年１１月号）
 ■編集・発行／美浦村役場　〒３００－０４９２ 茨城県稲敷郡美浦村受領１５１５　ＴＥＬ０２９（８８５）０３４０　ＦＡＸ （８８５）４９５３

しています。

再生紙を使用

いさ美庵（舟子）☎８８５－３７５２／木曜休
あたりや食堂（大谷）☎８８５－２０１６／火曜休
半十郎（郷中）☎８８５－１８４５／日曜・祝日休

☆フェア期間中、常陸秋そばメニューを追加☆☆フェア期間中、常陸秋そばメニューを追加☆

☆フェア期間中、そば粉・製麺を販売☆☆フェア期間中、そば粉・製麺を販売☆
ＪＡ茨城かすみまごころ市（郷中）☎８８５－０１２５
　＊営業日時　水・日曜日午前９時～午後３時
ＪＡ茨城かすみまごころ市（郷中）☎８８５－０１２５
　＊営業日時　水・日曜日午前９時～午後３時

　そば通にはブランド品として知られる「常陸秋そば」。美浦村でも栽培面積・収量が増え、各種イ
ベント等で常陸秋そばが食べられるようになりました。村観光協会では、村民の方々や美浦を訪れ
た方々に地元店や家庭で新そばの味と香りを楽しんでいただこうと、地元生産者と飲食店が連携し
て「美浦の常陸秋そばフェア」を開催します。新しい美浦の味をこの機会にぜひご賞味ください。

美浦の常陸秋そばフェア美浦の常陸秋そばフェア

《美浦村制施行６０周年記念美浦ステークス》
１２月１３日（日）中山競馬場第１０Ｒ

◇応募資格　村内にお住まいの２０歳以上の方（ご同伴の方も村内にお住まいの方に限りま
　　　　　　すが、年齢要件はありません）

◇定　　員　１５組３０名（定員を超えた場合は、昨年参加されていない方を優先のうえ抽選）

◇応募方法　往復ハガキに以下の必要事項を記入し、ご応募ください。（お一人様一回のご
　　　　　　応募のみ有効）
　〈往信表面〉　〒３００－０４９２　美浦村大字受領１５１５
　　　　　　　美浦村役場企画財政課「美浦ステークス」観戦係
　〈往信裏面〉　郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号（当日連絡の取れる番号）、
　　　　　　　同伴者の氏名・住所・年齢
　〈返信表面〉　応募者の郵便番号、住所、氏名
　〈返信裏面〉　何も書かないでください。

◇応募締切　１１月２７日（金）必着
※当日は役場から中山競馬場へ送迎します。詳細は当選された方へ返信ハガキでお知らせ
　します。（往路：役場発午前８時３０分、復路：中山競馬場発午後４時３０分を予定）

　今年はレース名に「美浦村制施行６０周年記念」を冠した「美浦ステークス」が
開催されます。この日の中山競馬場に、１５組３０名の方をご招待します。
　皆さまのご応募をお待ちしています。

観戦希望の方はご応募ください！

１１月１８日（水）～１２月２０日（日）開催１１月１８日（水）～１２月２０日（日）開催

美浦ステークスを観戦しませんか？美浦ステークスを観戦しませんか？美浦ステークスを観戦しませんか？

ＪＡ茨城かすみまごこ
ろ市では、以下の期日
に「そば団子等の試食
会」を行います。ぜひ
お試しください。

・１１月２２日（日）
・１２月６日（日）
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